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日
本
全
体
の
問
題
と
な
っ
て
い

る
少
子
高
齢
化
の
流
れ
の
中
で
、

本
市
で
も
働
き
手
・
担
い
手
で
あ

る
若
者
の
減
少
や
地
域
の
に
ぎ
わ

い
の
喪
失
な
ど
の
問
題
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
を
見
据

え
、
市
で
は
、
美
し
い
自
然
、
新

鮮
な
農
産
物
、
交
通
の
要
衡
な
ど

の
地
域
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し

個
性
を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り

市
外
の
人
た
ち
か
ら
も
「
選
ば
れ

る
ま
ち
」
を
目
指
す
た
め
、
市
定

住
促
進
計
画
を
3
月
に
策
定
し
ま

し
た
。

　

現
在
、
市
の
人
口
は
、
横
ば
い

状
態
で
す
が
、
図
1
の
と
お
り
平

成
27
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い

く
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降

は
、
図
2
の
と
お
り
転
出
者
数
が

転
入
者
数
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
こ
の
よ
う
に
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
く
と
い
う
前
提

に
立
ち
、
今
か
ら
ま
ち
の
活
気
を

維
持
し
、
人
口
減
少
を
で
き
る
限

り
抑
制
し
て
い
く
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

計
画
の
目
的

　

本
市
の
人
口
推
計

　　

人
口
減
少
に
伴
う
社
会
的
影

響
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る

た
め
、
今
か
ら
取
り
組
む
べ
き
課

題
が
あ
り
ま
す
。

【
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
】

　

高
齢
者
の
増
加
や
若
者
の
減

少
に
よ
り
、
地
域
に
よ
る
支
え
合

い
の
維
持
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
】

　

日
常
生
活
で
の
多
世
代
交
流

や
近
所
付
き
合
い
の
減
少
を
招

き
、
結
果
と
し
て
地
元
へ
の
愛
着

が
薄
れ
、
地
元
離
れ
が
進
む
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
オ
ー
ル
那
須
塩
原
の
構
築
】

　

市
民
、
企
業
や
行
政
な
ど
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る
人
た
ち
が

一
体
と
な
っ
て
、「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
を
つ
く
る
仕
組
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
】

　

本
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
さ

ら
に
は
個
別
に
行
っ
て
い
る
Ｐ

Ｒ
を
統
括
し
、
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
市
内
外
へ
広
く
発
信

し
て
い
く
戦
略
が
重
要
に
な
り

ま
す
。　

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
を
図
る

た
め
、
本
計
画
で
は
、
定
住
促
進

に
向
け
て
７
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

柱
と
し
て
事
業
を
展
開
し
、
定
住

に
適
し
た
環
境
を
整
え
ま
す
。

〇
雇
用（Koyou

）

〇
結
婚（Kekkon

）

〇
子
育
て（Kosodate

）

〇
教
育（Kyouiku
）

〇
暮
ら
し（Kurashi
）

〇
交
流（Kouryu
）

〇
広
報（Kouhou

）

　

ま
た
、
10
年
後
の
具
体
的
目
標

と
し
て
、
次
の
4
つ
を
設
定
し
ま

し
た
。

①
転
入
者
数
が
、
転
出
者
数
を
上

回
る
こ
と

②
現
在
の
人
口
規
模
11
万
7
千
人

を
維
持
す
る
こ
と

③
現
在
の
生
産
年
齢
人
口
比
率

60
％
を
維
持
す
る
こ
と

④
市
に
愛
着
を
感
じ
て
い
る
人
の

割
合
が
、
80
％
以
上
に
な
る
こ
と

　

市
で
は
、
こ
の
計
画
全
体
を
着

実
に
進
め
る
た
め
、
企
画
情
報
課

内
に
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
重
点
施
策
の
取
り
組

み
の
1
つ
と
し
て
、
将
来
子
供
た

ち
が
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
よ
う

に
、
学
校
教
育
課
内
に
「
英
語
教

育
推
進
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
2
つ
の
課
内
室
の
役
割
を

次
ペ
ー
ジ
以
降
で
紹
介
し
ま
す
。

　

　

ま
ち
づ
く
り
の
課
題

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
７
つ
の
Ｋ

　
2
つ
の「
課
内
室
」を
設
置

那
須
疏
水
の
開
削
に
よ
り
多
く
の
開
拓
者
を
受
け
入

れ
て
き
た
那
須
野
が
原
の
大
地
。
私
た
ち
の
心
に
は
、

こ
の
時
代
に
培
っ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を

引
き
継
ぐ
風
土
・
文
化
が
残
っ
て
い
る
。

人々から選ばれるまちへ
～市定住促進計画を策定～

◆定住促進に向け展開する施策体系図

詳しくは、「定住促進に向け
展開する施策体系図」を参照
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【図 2：本市への転入・転出の動向】
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【図 1：年齢別人口の将来推計】資料：国立社会保障・人口問題研究所
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シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

英
語
教
育
推
進
室

　

本
市
で
は
平
成
22
年
度
か
ら

文
部
科
学
省
の
教
育
課
程
特
例

校
の
指
定
を
受
け
、
小
学
校
３
・

４
年
生
か
ら
英
語
活
動
を
実
施

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
よ
り
一
層
の
英
語
教
育

の
推
進
を
図
る
こ
と
で
、
豊
か
な

国
際
性
と
国
際
的
に
通
用
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身

に
付
け
た
児
童
・
生
徒
の
育
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

①
常
駐
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助

手
）
の
全
校
配
置
（
予
定
）

　

現
在
は
12
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
小
・

中
学
校
を
兼
務
し
な
が
ら
授
業

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
が
、

7
月
か
ら
市
内
全
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
常
駐
で
配
置
（
総
数
34
人
）
し

ま
す
。
な
お
、
学
校
規
模
に
よ
る

格
差
を
解
消
す
る
た
め
、
大
規
模

校
に
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
2
人
配
置
し

ま
す
。

②「
英
語
教
育
推
進
委
員
会
」の
設
置

　

市
教
育
委
員
会
が
推
進
す
る
小

中
一
貫
教
育
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る

た
め
の
方
策
を
策
定
し
、
そ
れ
ら

を
小
・
中
学
校
に
示
す
こ
と
で
、

義
務
教
育
9
年
間
を
通
し
て
、
市

内
全
体
の
英
語
指
導
の
質
を
高
め

て
い
き
ま
す
。

 　　　　

文
部
科
学
省
が
示
し
た
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
英
語
教

育
改
革
実
施
計
画
」
を
受
け
、
平

成
29
年
度
末
ま
で
に
、
中
学
3
年

生
の
50
％
以
上
が
英
検
３
級
程
度

の
英
語
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

は
、
地
域
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ

る
た
め
に
、
地
域
が
持
っ
て
い

る
魅
力
を
地
域
外
の
人
だ
け
で

は
な
く
住
民
に
も
効
率
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。「
人
」
の
交
流
は
も
ち
ろ

ん
「
モ
ノ
」
や
「
情
報
」
が
活
発

に
行
き
交
う
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活

動
や
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に

は
、
市
民
・
企
業
・
団
体
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　

定
住
促
進
計
画
に
あ
る
「
住

ん
で
み
た
い
ま
ち
」「
住
ん
で
良

か
っ
た
ま
ち
」「
選
ば
れ
る
ま
ち
」

づ
く
り
に
向
け
、
市
民
・
企
業
・

団
体
の
皆
さ
ん
を
つ
な
ぐ
役
割

を
担
い
、
一
緒
に
な
っ
て
事
業
を

進
め
ま
す
。
主
に
次
の
業
務
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

設
置
の
目
的

　

取
り
組
み
の
内
容

〇日常的に英語を使用する機会を設けることで、児童・生徒
の英語によるコミュニケーション能力を向上させるととも
に、ALT と生活を共にすることで、異文化への関心と理解を
深めていきます。
〇 ALT の活動の場を地域に広げることで、一般市民にも英
語を学ぶ機会を提供し、市全体のグローバル教育の充実を図
ります。具体的な活動として、幼児から高齢者までを対象に
ALT と触れ合う生涯学習の場を提供していきます。

〇有識者をアドバイザーに迎えて、小中一貫英語教育を目
指した本市独自のカリキュラムを開発し、それらを活用し
た授業を展開することにより、英語コミュニケーション教
育の充実を図ります。
〇コミュニケーション能力の育成に効果的な指導資料や教
授方法を研究し、研修会や指導訪問などを通してそれらを
広く周知していきます。

　

成
果
指
標

問
い
合
わ
せ

　
西
学
校
教
育
課
内
英
語
教
育
推
進
室

　
☎
０
２
８
７（
37
）５
３
４
９

問
い
合
わ
せ

　
本
企
画
情
報
課
内
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室

　
☎
０
２
８
７（
62
）７
１
２
８

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
っ
て
何
？

　
「
室
」
の
役
割

○市の魅力を、市内はもちろん県内、首都圏、東北地方も含めた広い範囲にテレビ・新聞・
雑誌などのマスメディア、ホームページやフェイスブックなどのソーシャルネットワーキン
グサービスを活用し発信していきます。
○市の魅力を発信するイベントや事業を市民と協働で実施していきます。
○市の新たな魅力づくりのための企画立案、事業化を図ります。
○定住促進計画の７つのキーワードの事業が、適切に進められるよう進行管理を行います。
※ソーシャルネットワーキングサービス…インターネット上の交流を通して社会ネットワー
クを構築するサービスのこと。

シティプロモーション室の主な業務

　

市
の
魅
力
の
再
認
識
か
ら

Kyouiku Kouhou広報教育

①で期待される効果

②の委員会での取り組み
　

市
の
魅
力
は
何
で
し
ょ
う

か
？
温
泉
や
豊
か
な
自
然
、
那
珂

川
の
清
流
、
穏
や
か
な
気
候
、
新

鮮
な
農
産
物
、
住
み
や
す
い
生
活

環
境
、
整
備
さ
れ
た
交
通
機
関
な

ど
目
に
見
え
る
も
の
か
ら
、
開
拓

の
歴
史
や
そ
れ
に
培
わ
れ
た
風

土
、
文
化
、
市
民
の
人
柄
な
ど
、

目
に
は
見
え
な
い
も
の
ま
で
、
市

民
そ
れ
ぞ
れ
が
「
自
慢
で
き
る

魅
力
」
を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
全
て
が
市
の

魅
力
そ
の
も
の
で
す
。

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

言
う
と
、
市
外
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
ま
ず
は
、

市
の
魅
力
を
集
め
、
再
認
識
し
、

市
民
一
人
一
人
が
、
本
市
に
誇
り

を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に

「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
」
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
今
後
も
積
極
的

に
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

※
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　すぎのこ幼稚園　

扇町 3－30　☎ 0287（36）0460
suginoko-kg@road.ocn.ne.jp
【幼稚園で実施している子育て支援事業】
●未就園児親子教室ﾍﾟｱ・ｽｸｰﾙ毎月２回木曜の午前
●母子および他の親子とのコミュニケーションと
育児相談●園児の降園後園地開放●体育教室（月・
火曜）●ヤマハピアノ教室（火・水曜）●英語教室（木
曜）●ヴァイオリン教室（金曜）●バレエ教室（土曜）

　西那須野幼稚園　

西大和 6－15　☎ 0287（36）0440
kinder@nasuinfo.or.jp
【幼稚園で実施している子育て支援事業】
●ちびっこクラブ月２回（２～３歳児親子教室）
●ﾌﾘｰﾌﾟﾚｲｸﾞﾙｰﾌﾟ月１回（0～ 2歳児親子教室）
●子育てサロン週 3回（0～ 3歳児親子交流会）
●園地開放●英語教室（木・金曜）●ヤマハ音楽
教室●もじかず教室（水曜）●ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ教室（金曜）

　すぎのこ三島幼稚園　

東三島 2－87　☎ 0287（36）4841
s-mishimayou@abeam.ocn.ne.jp
【幼稚園で実施している子育て支援事業】
●未就園児親子教室ﾍﾟｱ・ｽｸｰﾙ（２～３歳児）
毎月２回木曜午前●母子および他の親子とのｺﾐｭﾆｹ
ｰｼｮﾝと育児相談●園児の降園後や長期休みに園地
開放●音楽教室（月～金曜）●サッカー教室（月曜）
●体育教室（水曜）●英語教室（木曜）

　第二ひかり幼稚園
緑 1－8　☎ 0287（36）5311
hikari2@hikari-k.ed.jp
【幼稚園で実施している子育て支援事業】
●未就園児親子教室月４～ 5回開催
●子育て相談●園児の降園後園地開放
●サッカー教室（月・水曜）●英語教室（水曜）
●コンピュータ教室（火・木曜）
●バレエ教室（木曜）●スポーツクラブ（火曜）

　黒磯幼稚園　

住吉町 3－6　☎ 0287（62）0661
kuroyou@nasuinfo.or.jp
【幼稚園で実施している子育て支援事業】
●未就園児親子教室たんぽぽクラブ
毎週木曜午前9時40分～（体育遊び、音楽遊び、製作活動
など）●園児の降園後園地開放●外国人の先生による英
会話教室（水曜）●ピアノ教室（月・火・金曜）●スポー
ツクラブ（木・金曜）●読み書き教室エンピツらんど（水
曜）●サッカー教室（月曜） 　虹ヶ丘幼稚園　

黒磯 6－38　☎ 0287（62）1393
webmaster@nijigaoka.ed.jp
【幼稚園で実施している子育て支援事業】
●未就園児親子教室バンビ
毎月第１木曜 ･第３水曜午前 10時～
●園児の降園後や長期休みなどに園地開放
●体育教室（木曜）●英語教室（水曜）
●ピアノ教室（月・火・水・金・土曜）
●虹っ子合唱団（童謡）毎月２回

　あけぼの幼稚園　

上厚崎 523－3　☎ 0287（62）1226
info@akebono-nikoniko.com
【幼稚園で実施している子育て支援事業】
●未就園児親子教室プチ♡フレンド
毎週火曜午前 10時 30分～（音楽遊び、運動遊び、製
作活動など）●園地開放●サッカー教室（火・木曜）
●新体操教室（金曜）●体育教室（月曜）●空手教室（月
曜）●音楽教室（月・火・木・金曜）●公文式上厚崎教
室（月・木曜）

　市内にある私立幼稚園と連携して子育て支援事業を行っています。近くに住む親子が交流し合えるよう、また
子育ての悩みの相談に応じられるよう、施設などを開放し、積極的に子育てを支援しています。
　なお、事業によっては予約が必要な場合や有料の場合があるので、利用する際は各幼稚園に問い合わせてくだ
さい。
　また、各幼稚園では、子育て相談、子育て情報誌の発行やホームページも開設しています。随時、幼稚園児の
募集も行っているので、通園の申し込みを希望する人は各幼稚園に問い合わせてください。

問い合わせ　本子ども課　☎ 0287（62）7042、各幼稚園

　マロニエ幼稚園　

埼玉 8－478　☎ 0287（62）2760
maronie@themis.ocn.ne.jp
【幼稚園で実施している子育て支援事業】
●未就園児親子教室
毎月第２・４金曜午前 10時～
●園地開放●サッカー教室（火曜）
●ピアノ教室（月曜）●英語教室（木曜）

　黒磯いずみ幼稚園　
島方 451－33　☎ 0287（65）0840
k_izumi@m3.dion.ne.jp
【幼稚園で実施している子育て支援事業】
●未就園児教室ひまわりクラブ
　毎週火曜午前 10時～（内容は園に確認）
●園地開放、団体利用も可●サッカー教室（木曜）
●体操教室（月・水曜）●ピアノ教室（月～土曜）
●もじかず教室（火曜）●英語教室（随時）

私立の幼稚園を地域交流の場として開放しています
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在宅高齢者の福祉サービスを紹介します
　市では、在宅の高齢者にさまざまなサービスを提供しています。サービスにより申請できる人が異なるので、
申請できるかどうかわからない場合は、問い合わせ先まで連絡してください。
問い合わせ
　　高齢福祉課☎0287(62)7137　　市民福祉課☎0287(37)6231　　総務福祉課☎0287(32)2912

【在宅高齢者向けの福祉サービス】
サービス名 サービスの内容 利用できる人 利用料金など

元気アップデイサービス
軽体操や手工芸などを行い、機
能向上や高齢者同士の交流を通
し閉じこもりを解消します

65 歳以上で、要支援・要介護認定
を受けておらず、自宅に閉じこも
りがちの人

・利用料金 1 回 100 円
・材料費などは自己負担

筋力トレーニング
シニアセンターで温水プールや
器具を使ったトレーニングを行
います

65 歳以上で、要支援・要介護認定
を受けておらず、運動機能の改善
が必要と思われる人

・１コース 3 カ月
・利用料金１回 300 円

配食サービス
栄養バランスの良い食事をお届
けするとともに、安否確認も行
います

65 歳以上で、一人暮らし、または
高齢者のみの世帯で、傷病などに
より調理が困難な人

・１食につき 400 円
※所得に応じて軽減があ
ります。

緊急通報装置の貸し出し
相談または緊急時にボタンを押
すだけで、受信センターと連絡
できる装置を貸し出します

65 歳以上で、一人暮らし、高齢者
のみの世帯、または重度障害者と
同居している人

・無料
※ 2 ～ 3 人の協力員が必
要になります。

日常生活用具の給付

日常生活用具として、自動消火
器・火災警報器・電磁調理器・
福祉電話を給付または貸与しま
す

65 歳以上で、低所得の一人暮らし
や高齢者のみの世帯、寝たきりや
認知症の高齢者で生計中心者が住
民税非課税の人

・福祉電話は、限度額を
超えた通話料が自己負担

寝具洗濯乾燥サービス
寝具類（掛・敷布団、毛布）の
洗濯、乾燥、消毒を行います

65 歳以上で、一人暮らし、または
高齢者のみの世帯で、身体的な理
由で寝具の衛生管理が困難な人

・料金の１割は自己負担
・年２回まで利用可能

高齢者理美容料金助成
サービス

指定の店や自宅で理髪する際に
利用できる助成券を交付します

65 歳以上で、要介護１以上の人
・申請月により交付枚数
は変わります

高齢者紙おむつ給付サー
ビス

指定の店で紙おむつ購入時に利
用できる助成券を交付します

65 歳以上で、要介護１以上かつ自
立度判定基準が規定（寝たきり高
齢者はランク B1、認知症高齢者は
ランクⅡa）以上で、常時おむつが
必要な人

・申請月により交付枚数
は変わります
・ 原 則 と し て ケ ア マ ネ
ジャーの申請になります

塩

広
報
モ
ニ
タ
ー
後
記

　
～
モ
ニ
タ
ー
活
動
を
通
し
て
～

　

市
で
は
毎
年
広
報
モ
ニ
タ
ー
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
広
報
誌
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
25
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
と

し
て
お
世
話
に
な
っ
た
5
人
か

ら
、
締
め
く
く
り
と
し
て
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
活
動
を
通
じ
て
、
那

須
塩
原
市
の
た
く
さ
ん
の
場
所
に

出
か
け
、
た
く
さ
ん
の
人
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
か

を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
人
は
、

み
ん
な
生
き
生
き
し
て
い
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
、

と
て
も
有
意
義
な
1
年
で
し
た
。

井
上　

美
保
子

　

取
材
に
出
か
け
る
と
、
普
段
気

に
も
留
め
な
か
っ
た
場
所
や
人
と

の
新
し
い
出
会
い
な
ど
、
私
に
は

格
別
な
も
の
に
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
な
ら
誰
も
が
手
に

し
た
く
な
る
広
報
誌
を
作
っ
て
い

る
こ
と
を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。

白
井　

洋
子

　

活
動
を
通
し
て
、
素
晴
ら
し
い

出
会
い
、
感
動
、
喜
び
を
共
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
た

く
さ
ん
の
知
恵
を
出
し
て
地
域
社

会
と
融
合
し
、
行
動
し
て
い
る
こ

と
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
崎　

清

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
の
一
員
と
し

て
、
二
度
の
ま
ち
か
ど
通
信
の
取

材
で
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
広
報
な
す

し
お
ば
ら
が
「
読
む
人
の
こ
と
を

考
え
」「
分
か
り
や
す
く
」
そ
し

て
「
期
待
感
あ
ふ
れ
る
」
誌
面
に

な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

忠
利

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
広
報
誌

に
携
わ
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
人

た
ち
に
愛
読
さ
れ
て
い
る
実
感
を

持
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り

一
層
、
読
み
や
す
く
、
愛
さ
れ
る

広
報
誌
に
な
り
ま
す
よ
う
期
待
し

て
い
ま
す
。

渡
辺　

瑞
穂

1
年
前
の
最
初
の
会
議
は
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
緊
張
し
ま
し
た

 今月のテーマ

▼
「
ガ
ス
料
金
が
今
よ
り
安
く
な

る
」
と
、
別
の
販
売
店
か
ら
勧
誘

さ
れ
た
。
本
当
だ
ろ
う
か
。

▼
友
人
宅
の
ガ
ス
料
金
は
１
㎥
当

た
り
の
単
価
が
わ
が
家
よ
り
安

い
。
こ
れ
ま
で
高
い
料
金
を
支

払
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

▼
販
売
店
を
変
え
た
ら
、
前
の
販

売
店
か
ら
設
備
の
撤
去
費
用
を
請

求
さ
れ
た
。
何
か
根
拠
は
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
は
、
ガ
ソ
リ
ン

や
灯
油
な
ど
と
同
様
に
自
由
料
金

制
で
す
。
販
売
店
に
よ
り
仕
入
価

格
や
配
送
コ
ス
ト
な
ど
に
差
が
あ

り
、
料
金
が
異
な
り
ま
す
。
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
料
金
を
地
区
や
県
の
単
位
で

統
一
す
る
こ
と
は
、
独
占
禁
止
法

に
よ
り
価
格
カ
ル
テ
ル
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
の
仕
組
み
に
は

種
類
が
あ
り
ま
す
。
ガ
ス
の
使
用

量
に
関
係
な
く
発
生
す
る
「
基
本

料
金
」
と
、
使
用
量
に
応
じ
て
か

か
る
「
従
量
料
金
」
で
構
成
さ
れ

る
二
部
料
金
制
が
一
般
的
で
す

が
、
他
に
も
三
部
料
金
制
な
ど
が

あ
り
販
売
店
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

　

ガ
ス
設
備
（
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
容
器
・

ガ
ス
の
配
管
・
マ
イ
コ
ン
メ
ー

タ
ー
な
ど
）
の
所
有
関
係
に
よ
っ

て
は
消
費
者
に
も
撤
去
費
用
を
負

担
す
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

契
約
の
際
に
販
売
店
は
、
液
化

石
油
ガ
ス
法
に
よ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
取
引
方
法
を
記
載
し
た
書
面
の

交
付
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
販
売
店
を
変
え
る
際
に
は
、

こ
の
書
面
を
確
認
す
る
な
ど
の
慎

重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

　

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「LPガス料金のトラブルに 
           遭わないために！」

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

注
意
す
べ
き
こ
と

事
例

　問い合わせ   
    　  秘書課
　　☎ 0287（62）7109

ま
ち
か
ど
通
信

サービス名 サービスの内容 利用できる人

救急医療情報キットの給
付

万一の救急時に役立てるように、個
人の情報（かかりつけの病院や緊急
連絡先など）を記入する用紙と保管
する容器を給付します

・65 歳以上の一人暮らし、または高齢者のみの世帯
・障害者手帳の交付を受けている人
・一人暮らし、または日中独居で、持病などにより健康
上の不安がある人

【在宅高齢者・障害者・健康上の不安がある人向けの福祉サービス】
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くらしの情報※市内は、市外局番0287を省略した表記にしています。

1011

　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　
　

総
務
税
務
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
１

　
　

総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
１
０

▼
問
い
合
わ
せ

　
　

課
税
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
１

　
　

総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
１
０

　

箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
５
１
１

※
普
通
自
動
車
の
減
免
に
つ
い
て

　

大
田
原
県
税
事
務
所

　

☎
０
２
８
７
（
23
）
４
１
７
１

食品の放射性物質簡易検査結果（平成 26 年 2 月～ 3 月分）
　２～３月に実施した 25 件の検査結果を公表します。この検査は、市民の不安解消を目的に、市が独自に実施
している簡易検査です。検査結果については参考としてください。

【参考】厚生労働省が定めた一般食品の放射性セシウムの基準値は 100Bq/㎏です。

検体名
検査
件数

最小値
（Bq/kg）

最大値
（Bq/kg）

検査結果（件数）
不検出 50Bq 未満 50 ～ 100Bq 100Bq 超

イノシシ肉 3 53.1 814.1 1 2
ウメボシ 1 不検出 不検出 1
キャベツ 1 不検出 不検出 1
クレソン 2 不検出 不検出 2
月桂樹煮出し液 1 不検出 不検出 1
小麦粉　 1 不検出 不検出 1
サンショウ 1 28.9 28.9  1
シイタケ ( 原木） 2 119.6 550.8  2
シカ肉 4 52.0 96.1 4
セリ 1 不検出 不検出 1
ダイコン 1 不検出 不検出 1
チャヨウテ 1 不検出 不検出 1
豆乳 1 不検出 不検出 1
ネギ 1 不検出 不検出 1
ハクサイ 1 不検出 不検出 1
白米 2 不検出 不検出 2
麦茶 1 不検出 不検出 1
合計 25 ― ― 15 1 5 4

※ 100Bq/kg を超えたものは、全て購入品以外でした。

【検査結果の注意点】
１．検査結果は、1㎏当たりのセシウム 134 とセシウム 137 の合算値で集計しています。
２．「不検出」とは、検出限界未満のことであり、検出限界はセシウム 134とセシウム 137の合計で 25Bq/㎏以下を
　　目安にしています。
３．検査に使用した簡易測定器は、日立アロカメディカル㈱食品放射能測定システム「CAN-OSP-NAI」です。
４．市外で採取した検体も含まれます。

問い合わせ　　生活課　☎（62）7126

▼
申
請
期
間　

6
月
9
日
㈪
～
12

月
8
日
㈪

※
郵
送
申
請
の
場
合
は
12
月
8
日

㈪
必
着
。

▼
申
請
方
法　

郵
送
で
の
申
請
を

原
則
と
し
ま
す

※
郵
送
申
請
が
困
難
な
場
合
に
限

り
、窓
口
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
時
間　

午
前
9
時
～
午
後

5
時

▼
申
請
書
の
送
付　

平
成
26
年
1

月
分
の
児
童
手
当
を
市
か
ら
受
け

て
い
た
人
に
は
、
6
月
上
旬
に
申

請
書
類
を
送
付
し
ま
す

▼
給
付
額　

対
象
児
童
1
人
に
つ

き
1
万
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

子
ど
も
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
３
８

　
　

市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
６
２
３
１

　
　

総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
１
２

　

箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
５
１
１

個
人
市
民
税
・
個
人
県
民

税
の
均
等
割
額
が
改
正
さ

れ
ま
す

軽
自
動
車
税
が

　
　
　

減
免
さ
れ
ま
す

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
を
給
付
し
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

関
し
、
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す

る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
26

年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
の
10
年

間
、
個
人
市
民
税
と
個
人
県
民
税

の
均
等
割
額
が
そ
れ
ぞ
れ
５
０
０

円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ

く
り
県
民
税
（
７
０
０
円
）
は
29

年
度
で
終
了
し
ま
す
。

　

障
害
者
の
た
め
に
使
用
す
る
軽

自
動
車
、
公
益
の
た
め
に
直
接
専

用
す
る
軽
自
動
車
、
構
造
が
障
害

者
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
特
殊

な
軽
自
動
車
（
車
い
す
移
動
車
）

は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。

〈
障
害
者
の
た
め
に
使
用
す
る
軽

自
動
車
に
つ
い
て
〉

　

該
当
す
る
人
は
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
す
で
に
減
免
さ
れ
て
い

る
人
で
変
更
が
な
い
場
合
は
手
続

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
際
し
、

子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和

し
、
子
育
て
世
帯
の
消
費
の
下
支

え
を
図
る
観
点
か
ら
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
給
付
し
ま

す
。
給
付
金
を
受
け
る
た
め
に

は
、
平
成
26
年
1
月
1
日
に
住
所

の
あ
っ
た
市
町
村
で
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者　

平
成
26
年
1
月

1
日
に
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
1

月
分
の
児
童
手
当
受
給
者
で
、
平

成
25
年
の
所
得
が
児
童
手
当
の
所

得
制
限
未
満
の
人

※
公
務
員
も
市
の
窓
口
で
の
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
児
童　

平
成
26
年
1
月
分

の
児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

で
、
住
民
税
（
均
等
割
）
の
非
課

税
世
帯
お
よ
び
生
活
保
護
の
被
保

護
者
な
ど
を
除
く
人

○
告
示
日　

６
月
29
日
㈰

○
投
票
日　

７
月
６
日
㈰

〈
立
候
補
予
定
者
説
明
会
〉

　

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
ま

た
は
そ
の
代
理
人
は
、
必
ず
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

６
月
４
日
㈬
午
後
１
時

30
分
～

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
大
会

議
室

〈
立
候
補
届
出
書
等
事
前
審
査
〉

▼
と
き　

 

６
月
18
日
㈬
午
前
９

時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
大
会

議
室

〈
立
候
補
届
出
受
付
〉

▼
と
き　

６
月
29
日
㈰
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
大
会

議
室

▼
問
い
合
わ
せ　

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
８
３

塩 塩

塩

市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

  
お
知
ら
せ

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
減
免
の
対
象
者
〉

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
の
う
ち
「
別
表
」
に

該
当
す
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
の
う
ち
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
人
（
要
件
に
つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
の
う
ち
障
害
の
程
度
が
A
、

A
１
、
A
２
の
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
お

よ
び
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

（
精
神
通
院
医
療
に
限
る
）
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
障
害

の
程
度
が
１
級
の
人

期間 市民税 県民税 均等割計

平成 25 年度
まで

3,000 円 1,700 円 4,700 円

平成 26 年度
～

平成 29 年度
3,500 円 2,200 円 5,700 円

平成 30 年度
～

平成 35 年度
3,500 円 1,500 円 5,000 円

別表
障害の種類 障害の級別

視覚障害 １級から４級までの各級
聴覚障害 ２級または３級
平衡機能障害 ３級
音声機能・言語機能
またはそしゃく機能障害 ３級 ( ※ 1）

上肢不自由 １級または２級

下肢不自由 １級から６級までの各級
( ※ 2)

体幹不自由 １級、２級、３級
または５級 ( ※ 2)

乳幼児期以前の
非進行性の脳病変に
よる運動機能障害

上肢機能障害 １級または２級

移動機能障害 １級から６級までの各級 ( ※ 2)
心臓機能障害、じん臓機能障害、
呼吸器機能障害、ぼうこうまたは
直腸機能障害、小腸機能障害

１級または３級

ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障害 １級、２級または３級

肝臓機能障害 １級、２級または３級

※１：障害者本人が運転する場合で、かつ、こう頭摘出による音声
　　　機能障害がある場合に限る

※ 2：生計を一にする者または常時介護する者が運転する場合は、
　　  １級、２級または３級に限る

〈
減
免
さ
れ
る
軽
自
動
車
〉

①
障
害
者
本
人
が
所
有
し
運
転
す

る
車

②
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人

ま
た
は
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る

人
が
運
転
す
る
場
合
で
、
次
の
い

ず
れ
か
の
人
が
所
有
す
る
車

・
障
害
者
本
人

・
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る
人

・
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る
人

※
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る

の
は
、
障
害
者
１
人
に
つ
き
１
台

で
す
。

〈
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

・
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
ま
た

は
軽
自
動
車
税
口
座
振
替
通
知
書

（
５
月
9
日
㈮
に
発
送
し
ま
す
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
（
自
立
支
援
医
療

受
給
者
証
も
あ
わ
せ
て
）
の
い
ず

れ
か

・
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

・
納
税
義
務
者
の
印
か
ん

▼
申
請
期
限　

５
月
26
日
㈪

※
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

軽
自
動
車
、
車
い
す
移
動
車
に
つ

い
て
の
減
免
手
続
き
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

課
税
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
７
９

　
　

総
務
税
務
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
１
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　
　●固定資産税　　 第 1 期
　●軽自動車税 　　第 1 期
　
　～納税は
          便利な口座振替で～

  

募
集

  

研
修
・
教
室
・
講
座

酒
類
販
売
管
理
協
力
員
を

募
集
し
ま
す

市
民
大
学
講
座

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
ス
ー

パ
ー
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

酒
販
店
な
ど
へ
の
買
い
物
の
機
会

に
お
酒
売
場
の
未
成
年
者
飲
酒
防

止
の
た
め
の
表
示
状
況
な
ど
を
確

認
し
、
税
務
署
に
連
絡
す
る
「
酒

類
販
売
管
理
協
力
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、
宇
都
宮

税
務
署
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
税
務
署

☎
０
２
８
（
６
２
１
）
２
２
４
９

〈
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座
〉

　

生
涯
学
習
事
業
の
企
画
立
案
・

運
営
が
で
き
る
力
を
身
に
付
け
、

団
体
の
活
性
化
や
地
域
社
会
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
が
で
き
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
。

▼
と
き

①
6
月
21
日
㈯

②
7
月
12
日
㈯

③
8
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰

④
9
月
13
日
㈯

⑤
11
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

⑥
12
月
6
日
㈯

※
①
は
、
3
月
5
日
に
市
民
大
学

講
座
の
案
内
で
お
知
ら
せ
し
た
日

程
か
ら
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
②
⑥
午
前
9
時
30
分
～
正
午

③
23
日
…
午
後
1
時
～
5
時

　

24
日
…
午
前
9
時
～
午
後
4
時

市
議
会
議
員
に
よ
る
議
会

報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　

議
会
の
活
動
や
審
議
内
容
に
つ

い
て
の
報
告
、
市
政
や
議
会
運
営

な
ど
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

①
５
月
10
日
㈯
午
後
１
時
30
分
・

西
那
須
野
公
民
館

②
５
月
12
日
㈪
午
後
６
時
30
分
・

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

③
５
月
13
日
㈫
午
後
６
時
30
分
・

と
よ
う
ら
公
民
館

④
５
月
14
日
㈬
午
後
６
時
30
分
・

大
山
公
民
館

⑤
５
月
15
日
㈭
午
後
６
時
30
分
・

西
公
民
館

⑥
５
月
19
日
㈪
午
後
６
時
30
分
・

黒
磯
公
民
館

※
各
回
２
時
間
程
度
で
す
。

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
は
不
要
で

す
。
誰
で
も
参
加
で
き
る
の
で
、

都
合
の
よ
い
会
場
へ
来
て
く
だ
さ

い▼
問
い
合
わ
せ

　
　

議
事
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
８
１

に
し
な
す
の
運
動
公
園
を

臨
時
休
館
し
ま
す

▼
と
き　

５
月
19
日
㈪
午
前
８
時

30
分
～
正
午

　　　　　　　「県民の日」にあわせて体育施設を無料開放します
　
開放時間　1 施設につき最大 2 時間（プールは除く ）。当日施設が空いている場合には、延長して利用可能
受付開始日　5 月 18 日㈰　（事前に各施設に問い合わせをしてから、利用してください ）
問い合わせ　　スポーツ振興課　☎ (37)5439　　　　　　　　　　　　　　　　　　※夜間照明使用料は対象外です。

施設名 開放時間 問い合わせ

くろいそ運動場
補助球場　午前 8 時 30 分～午後 5 時
体育館・武道館　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
野球場・サッカー場　午前 8 時 30 分～午後 9 時

くろいそ運動場
☎ (60)1113

那珂川河畔運動公園 各施設　午前 8 時 30 分～午後 5 時

青木サッカー場
体育館　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
天然芝グラウンド　午前 8 時 30 分～午後 5 時
人工芝グラウンド　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分

青木サッカー場
☎ (60)5058

にしなすの運動公園

多目的運動広場　午前 8 時 30 分～午後 5 時
体育館　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
プール　午前 9 時 30 分～午後 8 時 30 分
※プールは午後 0 時 30 分～ 1 時 30 分、午後 4 時 30 分～ 5 時 30 分に休憩
があります

にしなすの運動公園
☎ (36)4785

三島体育センター グラウンド・テニスコート　午前 8 時 30 分～午後 9 時
その他の施設　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分

三島体育センター
☎ (36)4787

塩原 B ＆ G 海洋センター
体育館　午前 8 時 30 分～午後 9 時 30 分
プール　午後１時～ 8 時
※プールは、午後 4 時～ 5 時に休憩があります 塩原Ｂ＆Ｇ海洋センター

☎ (32)5255関谷南公園 関谷南公園野球場　午前 8 時 30 分～午後 9 時
その他の施設　午前 8 時 30 分～午後 5 時塩原運動公園

とき　6 月 15 日㈰　　対象　市民

西

青
木
サ
ッ
カ
ー
場
Ａ
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
利
用
を
開
始
し

ま
し
た

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た

　

青
木
サ
ッ
カ
ー
場
で
整
備
し
て

い
た
Ａ
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
人
工
芝
）

が
４
月
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▼
利
用
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
5
時

▼
使
用
料
（
１
時
間
当
た
り
）

　

○
全
面　

市
民　

２
千
円

　
　
　
　
　

市
外　

６
千
円

　

○
半
面　

市
民　

千
円

　
　
　
　
　

市
外　

３
千
円

▼
問
い
合
わ
せ

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

　

青
木
サ
ッ
カ
ー
場

　
　
　
　
　

☎
（
60
）
５
０
５
８

　

５
月
１
日
㈭
か
ら
塩
原
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
利
用
時
間

○
5
月
～
6
月
、
9
月
～
10
月

　

午
後
1
時
～
8
時

○
7
月
～
8
月

　

午
前
9
時
～
午
後
8
時

※
正
午
～
午
後
1
時
、
午
後
4
時

～
5
時
に
休
憩
が
あ
り
ま
す
。

▼
定
休
日　

毎
週
月
曜

※
月
曜
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
。

▼
利
用
料
金

　

一
般　
　
　
　

２
０
０
円

　

小
・
中
学
生   

１
０
０
円

　

幼
児　
　
　
　

無
料

▼
そ
の
他　

水
着
の
ほ
か
、
水
泳

帽
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
５
２
５
５

女性教育指導者研修～地域を活性化させるリーダーを目指して～
　地域活性化のための団体活動や男女共同参画社会の在り方について学び、指導
者としての資質の向上を目指しましょう。
回 とき 内容

1 6 月 4 日㈬
開講式、講話「地域活動の現状と課題解決に向けてリーダーに
期待すること」、「地域活動を充実させるために～今、地域活動
が求められている理由～」、情報交換・グループ研究①

2 6 月 14 日㈯ 講話「男女共同参画社会の実現に向けて」ほか
施設見学・とちぎ男女共同参画センター内

3 7 月 9 日㈬ 事例発表・グループ協議「実践事例から学ぶ地域活動の実際」、
グループ研究②

4 7 月 23 日㈬ 演習「リーダーに求められるコミュニケーションスキル」、グルー
プ研究③

5 8 月 7 日㈭ 演習「みんなが主役の会議をつくる」、グループ研究④

6 8 月 23 日㈯「女性教育推進連絡協議会について～女性団体活動の実際～」グ
ループ研究⑤

7 9 月 4 日㈭ グループ研究⑥発表会・講評、講話「地域で活躍するリーダー
に求められるもの」、閉講式（交流会）

研修時間　午前 10 時～午後 4 時　　募集人数　2 人（交通費支給）
と こ ろ　県総合教育センター、とちぎ男女共同参画センター
対 象　女性団体、家庭教育学級、その他学習グループなどにおける指導的立
　　　　　場の人（男女を問わない）
申込期限　5 月 16 日㈮　申し込み・問い合わせ　本市民協働推進課　☎ (62)7019

④
⑤
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ　

西
那
須
野
公
民
館
ほ

か▼
対
象　

市
民
、
市
内
勤
務
・
通

学
者

▼
定
員　

20
人

▼
参
加
費　

無
料

※
材
料
費
な
ど
の
実
費
負
担
あ

り
。

▼
申
込
開
始　

5
月
7
日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
３
６
４

〈
下
野
の
お
く
の
ほ
そ
道
を
訪
ね

て
〉

　

松
尾
芭
蕉
生
誕
３
７
０
年
を
記

念
し
て
、
下
野
の
お
く
の
ほ
そ
道

の
う
ち
、
那
須
野
路
に
あ
る
句
碑

を
バ
ス
や
徒
歩
で
巡
り
、
俳
句
の

初
歩
や
心
得
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

▼
と
き　

６
月
10
日
㈫
・
11
日
㈬
、

７
月
８
日
㈫
・
９
日
㈬

※
い
ず
れ
も
初
日
が
座
学
で
、
２

日
目
が
現
地
研
修
で
す
。

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

▼
講
師　

蓮は
す
み實
淳あ

つ
お夫
氏
（
俳
人
協

会
会
員
、
山
暦
俳
句
会
同
人
）

▼
対
象　

市
民

▼
定
員　

15
人

▼
参
加
費　

無
料

※
昼
食
代
な
ど
の
実
費
負
担
あ

り
。

▼
申
込
開
始　

５
月
20
日
㈫
午
前

９
時

▼
そ
の
他

・
申
し
込
み
は
月
曜
、
祝
日
以
外

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す

・
４
回
１
コ
ー
ス
の
講
座
で
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

☎
（
３
５
）
２
０
０
６

西
那
須
野
公
民
館

自
主
グ
ル
ー
プ
３
Ｂ
体
操

体
験
教
室

▼
と
き　

6
月
12
日
㈭
午
前
10
時

～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

西
那
須
野
公
民
館
講

座
室
３
・
４

▼
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

▼
参
加
費　

無
料

▼
内
容　

ベ
ル
、ベ
ル
タ
ー
、ボ
ー

5 月の納税
6 月 2 日㈪が
納期限です

火　災 救　急
建物   4 件 交通事故  　44 件

林野   1 件 急病   258 件

その他   5 件 その他     88 件
26 年の

累計 18 件 26 年の
累計  1,201 件

火災のテレフォンサービス
　☎ 0180 － 992009（黒磯地区）
　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 3 月の火災と救急

▼
と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公

園
プ
ー
ル
お
よ
び
体
育
館

※
屋
外
の
運
動
場
は
使
用
で
き
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

に
し
な
す
の
運
動
公
園

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
４
７
８
５

ル
を
使
用
し
て
音
楽
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
体
操
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る

▼
そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
室
内
靴
、
飲
み
物
を
持
参
。

申
し
込
み
は
当
日
会
場
で
受
け
付

け
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

公
認
指
導
者　
（
屋
代
）

☎
０
９
０（
５
３
２
５
）９
３
２
７



平成26年5月5日号 平成26年5月5日号

くらしの情報※市内は、市外局番0287を省略した表記にしています。

1415

　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

介
護
予
防

　
　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

那
須
野
ヶ
原
う
ん
ま
い
も

ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ

　

し
お
ば
ら　

２
０
１
４

〈
プ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

▼
と
き　

8
月
1
日
～
11
月
11
日

の
毎
週
火
・
金
曜
（
全
28
回
）

▼
内
容　

体
力
測
定
、
水
中
運
動

な
ど

▼
定
員　

午
前
・
午
後
の
部
各
10

人〈
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〉

▼
と
き　

8
月
4
日
～
11
月
20
日

　

今
年
も
県
内
の
ご
当
地
グ
ル
メ

が
千
本
松
に
大
集
合
！　

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

5
月
25
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
3
時
・
ホ
ウ
ラ

イ
千
本
松
牧
場

▼
問
い
合
わ
せ

　

那
須
野
ヶ
原
う
ん
ま
い
も
ん

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

　
（
西
那
須
野
商
工
会
内
）

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
０
６
９
７

　

大
地
の
鼓
動
Ｂ
ｅ
ａ
Ｔ
塩
原
温

泉
を
盛
り
上
げ
る
有
志
の
会
に
よ

る
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
タ
で
す
。

▼
と
き　

5
月
25
日
㈰
午
前
11
時

～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ　

塩
原
も
の
語
り
館

▼
入
場
料　

無
料

▼
出
演
者　

ス
ウ
ィ
ン
ギ
ン
グ

ハ
ー
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
も
の
語
り
館

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
４
０
０
０

前
期
Ｂ
＆
Ｇ
水
泳
教
室

▼
と
き　

5
月
27
日
㈫
～
6
月
19

日
㈭

▼
と
こ
ろ　

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー

▼
募
集
ク
ラ
ス
・
日
程

○
幼
児
ク
ラ
ス
（
年
長
）
…
毎
週

火
曜
午
後
4
時
～
5
時（
全
4
回
）

○
小
学
１
・
２
年
ク
ラ
ス
…
毎
週

火
曜
・
木
曜
午
後
5
時
～
6
時（
全

8
回
）

○
小
学
３
～
６
年
ク
ラ
ス
…
毎
週

水
曜
午
後
5
時
～
6
時（
全
4
回
）

▼
定
員　

各
ク
ラ
ス
10
人
程
度

▼
参
加
費　

○
幼
児
、
小
学
3
～
6
年
ク
ラ
ス

　

１
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

○
小
学
１
・
２
年
ク
ラ
ス

　

３
千
円
（
保
険
料
含
む
）

▼
受
付
開
始　

5
月
11
日
㈰
午
後

１
時
か
ら
窓
口
受
け
付
け
開
始

※
電
話
受
付
は
、
12
日
㈪
午
前
8

時
30
分
か
ら
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
５
２
５
５

文
学
歴
史
散
歩

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　

審
判
講
習
会

那
須
塩
原
テ
ニ
ス

　
　
　
　

選
手
権
大
会

太
極
拳
教
室

在
職
者
訓
練

　
　

技
能
向
上
コ
ー
ス

障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の

技
能
取
得
訓
練

難
聴
者
と
そ
の
家
族
の
た

め
の
手
話
教
室

　
「
国
指
定
史
跡
埼
玉
古
墳
群
」

や
、
和
田
竜
著
「
の
ぼ
う
の
城
」

で
脚
光
を
浴
び
た
忍お

し
じ
ょ
う
し

城
址
の
あ

る
、
埼
玉
県
行
田
市
を
訪
ね
て
み

▼
と
き　

６
月
１
日
㈰
午
前
９
時

～▼
と
こ
ろ　

く
ろ
い
そ
運
動
場
体

育
館

▼
対
象　

市
民
お
よ
び
市
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
加
入
チ
ー
ム

会
員

▼
内
容　

プ
レ
ー
を
し
な
が
ら
審

▼
と
き　

6
月
15
日
㈰
午
前
9
時

▼
と
こ
ろ　

那
須
野
が
原
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象　

市
民
、
市
内
勤
務
者
、

市
テ
ニ
ス
協
会
登
録
者

▼
種
目　

・
男
子
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ

・
男
子
、
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ

（
初
級
者
）

・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ｓ
（
シ
ニ
ア

平
成
26
年
12
月
末
日
現
在
で
満
60

歳
以
上
の
人
）

▼
参
加
費　

・
一
般　
　
　
　

２
５
０
０
円

・
協
会
登
録
者　

２
千
円　

※
18
歳
以
下
は
半
額
。

※
一
般
参
加
者
の
参
加
費
は
口
座

振
り
込
み
の
み
と
な
り
ま
す
。

▼
定
員　

80
人

▼
申
し
込
み　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

▼
申
込
期
限　

5
月
27
日
㈫

※
協
会
登
録
ク
ラ
ブ
は
5
月
29
日

㈭
ド
ロ
ー
会
議
ま
で
。

▼
そ
の
他　

大
会
要
項
や
参
加
費

の
振
り
込
み
先
は
テ
ニ
ス
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
可
能

〈
に
し
な
す
の
太
極
拳
教
室
〉

▼
と
き　

6
月
17
日
、
24
日
、
７

月
１
日
、
8
日
の
毎
週
火
曜
午
後

2
時
～
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

に
し
な
す
の
運
動
公

園
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

▼
申
込
期
限　

6
月
13
日
㈮

〈
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
太
極
拳
教
室
…

昼
の
部
〉

▼
と
き　

６
月
４
日
、
11
日
、
18

日
、
25
日
の
毎
週
水
曜
午
前
10
時

～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
多
目

的
ホ
ー
ル

▼
申
込
期
限　

5
月
30
日
㈮

〈
ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
太
極
拳
教
室
…

夜
の
部
〉

▼
と
き　

6
月
5
日
、
12
日
、
19

日
、
26
日
の
毎
週
木
曜
午
後
７
時

30
分
～
9
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
県
北
産
業
技
術

専
門
校
（
那
須
町
高
久
甲
５
２
２

６
―
２
４
）

▼
コ
ー
ス
名

　

障
害
の
あ
る
人
が
、
就
職
に
必

要
な
知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
た

め
の
コ
ー
ス
を
実
施
し
ま
す
。　

▼
と
き　

7
月
4
日
㈮
～
8
月
29

日
㈮
の
午
前
9
時
30
分
～
午
後
3

時
30
分

▼
と
こ
ろ　

㈳
あ
い
の
か
わ
福
祉

会
ワ
ー
ク
ス
共
育
パ
ン
屋
さ
ん
の

カ
フ
ェH

oneyBee

（
大
田
原
市

浅
香
1
―
３
５
４
２
―
２
１
５
）

▼
コ
ー
ス
名　

清
掃
実
務
科

▼
定
員　

５
人

▼
対
象　

知
的
・
精
神
障
害
が
あ

り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申

し
込
み
を
し
て
い
る
人

▼
申
込
期
間　

5
月
12
日
㈪
～
6

月
11
日
㈬

▼
選
考　

6
月
19
日
㈭
に
面
接

▼
訓
練
内
容　

清
掃
作
業
全
般
、

配
膳
作
業
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入

力
、
基
礎
教
養
な
ど
を
学
び
、
職

場
体
験
実
習
を
行
う

▼
受
講
料　

無
料

※
教
材
な
ど
は
自
己
負
担
。

▼
申
し
込
み　

県
立
県
北
産
業
技

術
専
門
校
ま
た
は
居
住
地
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校
職

　

業
能
力
開
発
担
当

　

☎
０
２
８
７
（
64
）
４
０
０
０

　

思
い
切
っ
て
、
初
め
の
一
歩
を

踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

少
し
の
手
話
を
覚
え
た
だ
け
で

聞
き
返
す
こ
と
が
減
り
、
驚
く
ほ

ど
会
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

す
。
聞
こ
え
に
不
便
を
感
じ
て
い

る
人
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
仲
間
同

士
で
学
習
・
交
流
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

6
月
4
日
～

毎
週
水
曜
（
全
24
回
）

○
昼
の
部　

午
前
10
時
～
正
午
・

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
夜
の
部　

午
後
7
時
～
9
時
・

健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

※
時
間
帯
は
、
週
に
よ
っ
て
変
更

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

▼
対
象　

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者

や
そ
の
家
族（
軽
度
難
聴
者
も
可
）

▼
定
員
・
参
加
費　

20
人
・
無
料

▼
講
師　

宮
田
和
実
氏
（
中
途
失

聴
者
・
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
キ
ャ
ス

タ
ー
・
国
際
医
療
福
祉
大
学
講

師
）
ほ
か

▼
申
込
期
限　

5
月
30
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
　

社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
２
６

　
　
　
　
　

FAX
（
63
）
８
９
１
１

　
　

k-shakaifukushi@

　

city.nasushiobara.lg.jp

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

6
月
8
日
㈰
午
前
7
時

50
分
～
午
後
6
時
30
分

▼
対
象　

市
民

▼
定
員　

30
人

▼
主
な
見
学
先　

忍
城
址
・
郷
土

博
物
館
・
埼
玉
古
墳
群
ほ
か

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
参
加
費　

５
千
円
（
昼
食
代
、

入
館
料
、
保
険
料
な
ど
を
含
む
）

▼
申
込
期
間　

5
月
10
日
㈯
～
18

日
㈰
午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時

▼
そ
の
他　

①
集
合
場
所
・
時
間
な
ど
、
詳
し

く
は
参
加
者
に
通
知
し
ま
す

②
歩
き
や
す
い
服
装
（
靴
）
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い

③
飲
み
物
は
各
自
持
参
し
て
く
だ

さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
那
須
野
図
書
館

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
６
０
０
１

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
多
目

的
ホ
ー
ル

▼
申
込
期
限　

5
月
30
日
㈮

〈
共
通
事
項
〉

▼
対
象　

市
民
、
市
内
勤
務
・
通

学
者

▼
内
容　

練
功
18
法
保
健
操
（
準

備
運
動
）・
入
門
太
極
拳

▼
定
員　

15
人

▼
参
加
費　

2
千
円

▼
そ
の
他　

運
動
の
で
き
る
服
装

で
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、

飲
み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み　

　

市
太
極
拳
協
会
（
竹
内
）

☎
０
８
０（
１
１
５
８
）９
４
０
６

　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
４
３
９

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
太
極
拳
協
会
（
竹
内
）

☎
０
８
０（
１
１
５
８
）９
４
０
６

判
の
仕
方
を
実
戦
練
習
す
る

▼
参
加
費　

８
０
０
円（
昼
食
代
、

資
料
代
、
保
険
料
を
含
む
）

▼
定
員　

50
人
程
度

▼
そ
の
他　

運
動
で
き
る
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限　

5
月
19
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　
（
江
連
）

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
８
８
６

コース名 とき 募集締切日 定員 受講料

測定技術基礎
5 月 27 日㈫・28 日㈬
午前９時～午後４時

5 月 19 日㈪ 10 人 4,950 円

ガス溶接技能講習
6 月 7 日㈯・8 日㈰
午前９時～午後５時

5 月 30 日㈮ 20 人 4,950 円

研削砥石取り替え
  業務特別教育

6 月 10 日㈫・11 日㈬
午前８時 30 分～
午後５時 30 分

6 月 2 日㈪ 10 人 3,520 円

表 計 算 デ ー タ 処 理
（Excel2010 基礎編 )

6 月 11 日㈬・12 日㈭
午前９時～午後４時

6 月 3 日㈫ 10 人 3,520 円

　
催
し

の
毎
週
月
・
木
曜
（
全
28
回
）

▼
内
容　

体
力
測
定
、
マ
シ
ン
運

動
な
ど

▼
定
員　

午
前
・
午
後
の
部
各
8

人〈
共
通
事
項
〉

▼
実
施
時
間

○
午
前
の
部
…
9
時
30
分
～
11
時

○
午
後
の
部
…
2
時
30
分
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

65
歳
以
上
で
介
護
保
険

認
定
を
受
け
て
い
な
い
市
民

▼
参
加
費　

１
回
３
０
０
円

▼
そ
の
他　

送
迎
は
希
望
者
の
み

行
い
ま
す

▼
申
込
期
限　

6
月
30
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
73
）
２
２
１
０

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
会
運
営
ク
ラ
ブ
Ｔ
Ｊ
Ｃ

　
（
鈴
木
）　

☎
０
８
０（
１
８
０
８
）６
２
４
２

　

那須塩原市
シニアセンター

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校
職

　

業
能
力
開
発
担
当

　

☎
０
２
８
７
（
64
）
４
０
０
０
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↑声を入れたＣＤをコピーし、お届け準備完了です

落
おちあい

合美
み わ こ

和子さん
～プロフィール～
旧西那須野町で昭和 55 年に設
立した音訳ボランティア「くさ
のみ」に昭和 56 年に加入。一
時期活動から離れたことがあっ
たものの復帰し、20年以上にわ
たり同活動を続けている。現在、
会長を務めている。

№1

利用者の皆さんから「もっとこうし
て欲しい」って頼まれた時が、つな
がっていると実感できる瞬間です

　

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
市
が
発
行
す

る
広
報
な
す
し
お
ば
ら
や
議
会
だ
よ
り
な

ど
の
行
政
情
報
を
音
読
し
、
そ
の
声
を
録

音
し
た
C
D
を
目
の
不
自
由
な
人
に
届
け

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
の

利
用
者
は
43
人
で
す
。

　

広
報
に
は
、
市
の
予
算
な
ど
数
字
が
並

ぶ
も
の
や
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
、
音

訳
す
る
の
が
大
変
で
す
。
い
か
に
聞
き
取

り
や
す
く
、
ま
た
ど
う
す
れ
ば
写
真
な
ど

の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

カ
エ
ル
の
鳴
き
声
や
焼
き
い
も
屋
さ
ん

の
声
が
録
音
さ
れ
た
り
、
時
に
は
失
敗
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
た
く
さ
ん
の

仲
間
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

こ
こ
ま
で
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

く
さ
の
み
の
自
慢
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

毎
年
交
流
会
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
と
毎

回
利
用
者
宅
に
で
き
あ
が
っ
た
Ｃ
Ｄ
を
届

け
て
い
る
こ
と
で
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
た

め
に
始
め
た
こ
と
で
す
が
、
最
初
は
「
あ

り
が
と
う
」
と
か
「
お
世
話
に
な
り
ま
す
」

だ
け
だ
っ
た
の
が
、
回
数
を
重
ね
る
う
ち

に
「
こ
う
し
た
方
が
聞
き
や
す
い
よ
」
と

意
見
を
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
が
「
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
実
感

で
き
る
瞬
間
で
す
ね
。
私
た
ち
の
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

く
さ
の
み
の
メ
ン
バ
ー
は
全
部
で
13

人
。
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
が
、

新
た
な
メ
ン
バ
ー
大
歓
迎
で
す
。
興
味
が

あ
る
人
は
ぜ
ひ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
☎
0
2
8
7（
37
）5
1
2
2

　

市
内
で
は「
の
び
る
会
」（
黒
磯
地
区
）、「
く
さ
の
み
」（
西
那
須
野
地
区
）、「
か
っ
こ
う
の
会
」

（
塩
原
地
区
）
の
3
つ
の
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
本
コ
ー
ナ
ー
の
第
1

回
目
と
な
る
今
回
は
、「
く
さ
の
み
」
の
会
長
を
務
め
る
落
合
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

なすしおばら元
げ ん き び と

気人
～輝き続ける元気な人たち～
本号から、さまざまな分野で元気にがんばる人た
ちを、毎月 5日号で紹介していきます。


